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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

神
明
神
社
の
相
撲
大
会

　

今
年
の
神
明
神
社
の
相
撲
大
会
は
９
月
15

日
に
行
わ
れ
た
。
現
在
は
昭
和
29
年
（
１
９

５
4
）
の
市
制
施
行
を
記
念
し
た
市
民
体
育

大
会
、
最
初
の
国
体
開
催
（
昭
和
43
年
）
の

翌
年
に
始
ま
っ
た
勝
山
市
地
区
対
抗
相
撲
が

合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
相
撲
の

起
源
は
御
前
相
撲
に
始
ま
る
。
享
保
14
年（
１

７
２
９
）
８
月
15
日
、「
神
明
角
力
之
節
入

道
様
（
小
笠
原
信
辰
）
山
田
団
之
丞
屋
敷
ニ

御
見
物
」
と
史
料
に
見
ら
れ
る
。
史
料
上
で

は
左
義
長
よ
り
古
い
歴
史
が
あ
る
。

　

神
明
神
社
は
勝
山
町
の
惣
社
と
し
て
長
い

伝
統
を
持
ち
、
祭
礼
日
は
旧
暦
８
月
14
日
〜

15
日
だ
っ
た
。
相
撲
は
興
業
で
は
な
く
、
神

明
社
へ
の
奉
納
相
撲
（
湯
の
花
相
撲
）
と
し

て
行
わ
れ
て
き
た
。
一
方
、
小
笠
原
家
の
鎮

守
で
あ
る
八は

ち
ま
ん
し
ゃ

幡
社
で
も
同
日
に
相
撲
が
行
わ

れ
て
い
た
が
、
怪
我
人
が
多
い
と
の
理
由
で
、

天
明
期
（
１
７
８
１
〜
８
９
）
の
末
以
降
は

神
明
神
社
で
の
み
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
八
幡
社
の
祭
礼
日
と
神
明
神
社
の
祭

礼
日
が
重
な
っ
て
い
た
た
め
、文
化
11
年
（
１

８
１
４
）
以
降
は
17
〜
18
日
に
固
定
さ
れ
た
。

相
撲
は
18
日
に
行
わ
れ
藩
主
直
々
に
観
覧
さ

れ
た
こ
と
か
ら
御
前
相
撲
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

御
前
相
撲
は
明
治
以
降
も
続
け
ら
れ
昭
和

18
年
に
戦
争
激
化
で
一
旦
中
止
と
な
り
、
戦

後
再
度
復
活
し
た
が
出
場
者
が
少
な
く
な
っ

た
た
め
同
43
年
に
中
止

さ
れ
た
。
一
方
戦
時
下

の
昭
和
17
年
、
体
力
増

強
の
意
味
も
あ
り
、
勝

山
町
対
抗
相
撲
が
開
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
区
対
抗
は
こ
の
伝
統

を
踏
ま
え
て
お
り
、
市

体
協
を
中
心
に
同
44
年

か
ら
形
を
変
え
て
相
撲

大
会
が
復
興
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

神
明
神
社
の
相
の
相
撲
大
会

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　
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Enjoy Life in Katsuyama

　今回は特別インタビューとし
て、７月から地域おこし協力隊
に就任された吉川さんにお話を
伺いました。
　吉川さんは、野向町出身で東
京都内で働いていましたが、仕
事に区切りがついたため、勝山
で活動することになりました。
▶ 勝山に帰ろうと思ったのは？
　勝山を意識するようになった
のは、仕事の都合で埼玉県の熊
谷市に引っ越しした時でした。
30代半ばまでは都内や横浜など
に住んでいましたが、熊谷市の
都会とは違う田舎らしい雰囲気
の中で、自分のライフスタイル
は田舎の方があっていると思う
ようになりました。

　生まれ育った勝山らしい田舎
の雰囲気はとても落ち着きま
す。
▶帰ってきて感じていることは
　勝山に帰ってきて改めて人生
を振り返ると、ここまでやって
これたのは、勝山で過ごした学
生時代に、学び・体験したベー
スがあったからこそだと感じて
います。心から勝山で育ってよ
かったと思っています。
▶ 地域おこし協力隊としてどの
ような活動をしていますか

　現在は、未来の時代を担って
いく勝山高校の生徒さんに、都
会で働き、活躍している先輩方
から働くことについて学ぶ
「キャリア教育」を実施するた

市民の皆さんの
笑顔のために

吉
よしかわ
川 誠

まこと
さん（52歳）

＝野向町北野津又＝

めに活動しています。また、「ふ
るさと納税」を通した地域活性
にも力をいれていきたいと考え
ています。
　都会で働いていた頃は、仕事
に大小はなく、一人でも多くの
お客さまの笑顔がみたいという
想いで働いてきました。地域お
こし協力隊としても、市民の皆
さまの笑顔がみれるよう、頑
張っていきます。

相撲桟敷席の座席表（大正６年）相撲桟敷席の座席表（大正６年）

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課
（市役所２階）へ
☎88 ｰ 8105
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「えちぜん鉄道の貼り絵」が完成！
　湯ったり勝山で実施してい
る「お出かけサロン」で、参
加者が「えちぜん鉄道の貼り
絵」を作成しました。
　作品は、なんと縦横1メー
トル以上の大きさで、鉄道は
細かくちぎった折り紙で、ひまわりは折り紙を
折って作成しました。
　作品は、えちぜん鉄道勝山駅の待合室に飾って
いただきました。

◆ 勝山中部中学校の生徒が製作した
　「かつやま創作和菓子作品展」
　生徒が「勝山にあったらいいなこんな和菓子」
をテーマにお菓子のサンプルを作りました。
展示期間▶10月15日㈫～ 24日㈭
◆ 松村信子さん主宰
　勝山アートフラワー会「布花展」
　アートフラワーの美しさに魅せ
られて、造り続けてきた作品をど
うぞご覧ください。
展示期間▶10月26日㈯～ 11月8日㈮
※ 10月26日㈯・27日㈰は「勝山市総合文化祭」
です
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

　　  地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

申・問

件数内訳 令和元年9月末 前年比

総件数 ２８６件 －４９件

人身事故
（うち高齢者）

１０件
（２）

－３件
（－４）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

０人
（±０）

傷　者 １１人 －４人

物損事故 ２７６件 －４６件

10月の納税

8月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 9月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,986人 6 －22 －16 9 －12 －3 10,967人 －19人
女 12,081人 8 －20 －12 17 －21 －4 12,065人 －16人

合　計 23,067人 14 －42 －28 26 －33 －7 23,032人 －35人
世帯数 7,991世帯 7,994世帯 3世帯

人口の動き

市・県民税▶第３期　　
納期限▶10月31日㈭　口座振替▶10月28日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

乳がん検診について
JCHOJCHO-福井勝山総合病院

健康管理センター長  土山　智邦 ColumnColumn
◆
乳
が
ん
検
診
の
必
要
性

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
毎
年
10
万
人
近
く
の
女
性

が
乳
が
ん
に
罹
患
し
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
早
期
で
あ
れ
ば
治

療
成
績
が
良
く
、
検
診
で
見
つ

か
っ
た
乳
が
ん
の
90
％
以
上
が

治
癒
し
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
の
予

防
法
が
な
い
現
状
で
は
、
乳
が
ん

克
服
に
は
早
期
発
見
が
唯
一
の
方

法
で
す
。

　

し
か
し
、
福
井
県
の
2
0
1
7

年
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
1
年
間

に
検
診
で
見
つ
か
っ
た
乳
が
ん
患

者
は
75
人
で
、
こ
れ
は
県
内
で
発

生
す
る
乳
が
ん
患
者
全
体
の
約

15
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

福
井
県
内
の
乳
が
ん
患
者
は
、
自

覚
症
状
が
出
て
か
ら
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
の
で
す
。
自
覚
症

状
が
出
て
か
ら
で
は
病
期
が
1
段

進
ん
で
い
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
40
歳
以
上
の
女
性
の
方
は
、

早
期
発
見
の
た
め
に
乳
が
ん
検
診

を
是
非
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
精
密
検
査
の
通
知

　

乳
が
ん
検
診
は
、
乳
房
の
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
で
す
。「
要
精
密
検

査
」
の
通
知
が
く
る
と
ド
キ
ッ
と

し
ま
す
が
、「
要
精
検
」
と
は
「
写

真
に
影
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
が
何

で
あ
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
す
。

2
0
1
7
年
度
、
福
井
県
で
の
要

精
検
者
は
1
1
1
5
人
い
ま
し
た

が
、96
％
は「
良
性
の
疾
患
」か「
異

常
な
し
」
で
し
た
。
要
精
検
の
通

知
が
届
い
て
も
必
要
以
上
に
不
安

が
ら
ず
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

病
変
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
で
「
異

常
な
し
」
と
通
知
さ
れ
て
も
、
次

回
の
乳
が
ん
検
診
ま
で
の
2
年
間

を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
乳
房
の
自
己
触
診
（
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
）
を
日
ご
ろ
か
ら
行
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
乳
が
ん

は
自
分
で
発
見
で
き
る
癌
で
も
あ

る
の
で
す
。

◆
乳
房
構
成
の
通
知

　

今
年
か
ら
市
の
集
団
健
診
で

は
、
希
望
者
に
乳
房
の
乳
腺
密
度

の
高
さ
を
検
診
結
果
と
共
に
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
乳
腺
密
度
が
高

い
こ
と
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
乳
腺
密
度
が
高
い
と
乳
房
の

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
が
白
っ
ぽ
く
な

り
、
乳
腺
に
病
変
が
あ
っ
て
も
診

断
し
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
乳
腺
密
度
が
高
い
方
は
、
自
己
触

診
を
よ
り
丁
寧
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
啓
発
が
通
知
の
目
的

で
す
。
検
診
結
果
と
と
も
に
、
ご

自
身
の
乳
腺
密

度
の
高
さ
も
確

認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。


